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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】分別回収可能で生分解可能な完全回収可能な容 
器を提供する。
【解決手段】完全回収可能な容器であって、キャップ１ 
０、肩部２０、胴部３０、壜底４０及びライナー５０を 
含み、肩部及び壜底は生分解性プラスチックで製造され 
、肩部の先端はキャップと接続可能な口部２１を有し、 
胴部はスパイラル紙管を使用して製造され、肩部の先端 
はキャップと接続可能な口部を有し、肩部は底端の方向 
に向かって胴部の先端に挿入可能な連結部２２が延伸し 
、胴部の先端と肩部の連結部は第１係合構造を有し、肩 
部と胴部は第１係合構造を介して一体に着脱可能に結合 
され、壜底は底面４１と、底面を囲む側壁４２とを含み 
、側壁は胴部の底端に挿入可能であり、胴部の底端と側 
壁は第２係合構造を有し、ライナーの先端に開口部５１ 
が形成される。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　9　　ＯＬ　（全11頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 完 全 回 収 可 能 な 容 器 で あ っ て 、 キ ャ ッ プ 、 肩 部 、 胴 部 、 壜 底 及 び ラ イ ナ ー を 含 み 、 該 肩  
部 の 先 端 は 該 キ ャ ッ プ と 接 続 可 能 な 口 部 を 有 し 、 該 肩 部 の 先 端 は 該 キ ャ ッ プ と 接 続 可 能 な  
口 部 を 有 し 、 該 肩 部 は 底 端 の 方 向 に 向 か っ て 該 胴 部 の 先 端 に 挿 入 可 能 な 連 結 部 が 延 伸 し 、  
該 胴 部 の 先 端 と 該 肩 部 の 該 連 結 部 は 第 １ 係 合 構 造 を 有 し 、 該 肩 部 と 該 胴 部 は 該 第 １ 係 合 構  
造 を 介 し て 一 体 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ 、 該 壜 底 は 底 面 と 、 該 底 面 を 囲 む 側 壁 と を 含 み 、 該  
側 壁 は 該 胴 部 の 底 端 に 挿 入 可 能 で あ り 、 該 胴 部 の 底 端 と 該 側 壁 は 第 ２ 係 合 構 造 を 有 し 、 該  
ラ イ ナ ー の 先 端 に 開 口 部 が 形 成 さ れ る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 肩 部 は 該 口 部 に 近 い 箇 所 に 雄 ね じ を 有 し 、 該 キ ャ ッ プ の 内 側 は 雌 ね じ を 有 し 、 該 キ ャ  
ッ プ は 該 雌 ね じ を 介 し て 該 肩 部 の 該 雄 ね じ と 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き る 請 求 項 １ に 記 載  
の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 第 １ 係 合 構 造 は 、 該 胴 部 の 先 端 に 配 置 さ れ た 第 １ ね じ 、 及 び 該 肩 部 の 該 連 結 部 に 配 置  
さ れ た 第 ２ ね じ を 含 み 、 該 第 １ ね じ と 該 第 ２ ね じ は 互 い に 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き 、 該  
第 ２ 係 合 構 造 は 、 該 胴 部 の 底 端 に 配 置 さ れ た 第 ３ ね じ 、 及 び 該 壜 底 の 該 側 壁 に 配 置 さ れ た  
第 ４ ね じ を 含 み 、 該 第 ３ ね じ と 該 第 ４ ね じ は 互 い に 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き る 請 求 項 １  
に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 第 １ 係 合 構 造 は 、 該 胴 部 の 先 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 係 合 溝 、 及 び 該 肩 部 の 該 連 結 部 に 配  
置 さ れ た 第 １ 係 止 部 を 含 み 、 該 第 １ 係 合 溝 は 該 第 １ 係 止 部 と 回 転 可 能 に 互 い に 係 合 又 は 分  
離 し 、 該 第 ２ 係 合 構 造 は 、 該 胴 部 の 底 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ 係 合 溝 、 及 び 該 壜 底 の 該 側 壁 に  
配 置 さ れ た 第 ２ 係 止 部 を 含 み 、 該 第 ２ 係 合 溝 は 該 第 ２ 係 止 部 と 回 転 可 能 に 互 い に 係 合 又 は  
分 離 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 キ ャ ッ プ 、 該 肩 部 及 び 該 壜 底 は ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ） を 使 用 し て 射 出  
成 形 技 術 で 製 造 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 胴 部 を 製 造 す る 該 ス パ イ ラ ル 紙 管 は 、 内 側 に ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ） ラ  
ミ ネ ー ト を 有 す る 防 水 紙 で 巻 回 し て 製 造 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 ラ イ ナ ー を 製 造 す る た め の 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク は 、 バ イ オ マ ス ポ リ エ ス テ ル 材 料 の  
ポ リ エ チ レ ン フ ラ ノ エ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｆ ） と ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ） か ら な る 群  
か ら 選 ば れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 該 ラ イ ナ ー の 先 端 の 開 口 部 の エ ッ ジ は 径 方 向 に 外 へ 延 伸 す る 環 状 ス カ ー ト を 有 し 、 該 キ  
ャ ッ プ が 該 口 部 に 接 続 さ れ た 後 、 該 環 状 ス カ ー ト は 該 キ ャ ッ プ と 該 口 部 と の 間 に 介 在 す る  
請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 該 肩 部 は 互 い に 結 合 可 能 な 左 肩 部 と 右 肩 部 を 含 み 、 該 左 肩 部 の 側 壁 縁 は 右 肩 部 へ 突 出 す  
る 左 係 合 溝 を 有 し 、 該 左 係 合 溝 は 該 右 肩 部 の 側 壁 の 対 応 す る 右 係 止 溝 と 接 合 可 能 で あ り 、  
該 右 肩 部 の 側 壁 縁 は 該 左 肩 部 へ 突 出 す る 右 係 合 溝 を 有 し 、 該 右 係 合 溝 は 該 左 肩 部 の 側 壁 の  
対 応 す る 左 係 止 溝 と 接 合 可 能 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 容 器 の 構 造 に 関 し 、 特 に 完 全 回 収 可 能 な 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 現 在 、 市 場 で は 最 も 広 く 使 用 さ れ て い る 飲 料 容 器 の 多 く は プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル （ ペ ッ ト  
ボ ト ル と も い う ） で あ り 、 従 来 の プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル の 製 造 原 料 は 主 に ポ リ エ チ レ ン テ レ  
フ タ レ ー ト （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ   ｔ ｅ ｒ ｅ ｐ ｈ ｔ ｈ ａ ｌ ａ ｔ ｅ 、 Ｐ Ｅ Ｔ と 略 称 ）  
で あ り 、 世 界 中 で 大 量 の ペ ッ ト ボ ト ル が 製 造 及 び 使 用 さ れ て い る が 、 ペ ッ ト ボ ト ル が 自 然  
に 分 解 で き な い た め 、 ペ ッ ト ボ ト ル の ゴ ミ の 問 題 を 如 何 に 処 理 す る か は 現 在 の す べ て の 国  
が 直 面 し て い る 環 境 保 護 の 課 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル に よ る 環 境 保 護 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 自 然 に 分 解 可 能 な 環 境 に  
優 し い 材 料 で 製 造 さ れ た 容 器 は 続 々 と 提 案 さ れ 、 量 産 に 投 入 さ れ て い る 。 例 え ば 、 米 国 、  
イ ギ リ ス 、 オ ラ ン ダ 及 び デ ン マ ー ク 等 の 国 の あ る メ ー カ ー は 、 一 体 成 形 技 術 で 製 造 さ れ た  
紙 製 ペ ッ ト ボ ト ル を 完 全 に 用 い る こ と を 提 案 し 、 完 全 に 紙 製 材 料 を 使 用 し 且 つ 一 体 成 形 技  
術 で 製 造 さ れ た こ の よ う な ペ ッ ト ボ ト ル は 、 製 造 が 容 易 で 迅 速 で あ る と い う 利 点 を 有 す る  
が 、 構 造 強 度 及 び 耐 押 圧 強 度 が 不 足 し 、 サ イ ダ ー ボ ト ル と す る こ と が で き な い か 、 又 は 圧  
力 を 有 す る 他 の 飲 料 又 は 液 体 （ 例 え ば 発 泡 水 ） を 収 容 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本 考 案 者 は 、 承 認 さ れ た 中 華 民 国 特 許 （ 証 明 書 番 号 Ｉ ７ ６  
６ ３ ９ ８ ） に お い て 、 キ ャ ッ プ 、 上 段 胴 部 、 胴 部 、 及 び 壜 底 を 含 む 全 天 然 植 物 材 質 の 液 体  
容 器 を 提 案 し た 。 全 天 然 植 物 材 質 で 製 造 さ れ た こ の よ う な 液 体 容 器 は 、 優 れ た 構 造 強 度 を  
有 し 、 径 方 向 ／ 横 方 向 の 圧 力 に よ り よ く 耐 え る こ と が で き 、 自 然 分 解 又 は 生 分 解 の 目 標 を  
実 現 し 、 従 来 の プ ラ ス チ ッ ク ペ ッ ト ボ ト ル に よ る 環 境 保 護 の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 現 在 、 こ の よ う な 天 然 材 料 で 製 造 さ れ た 容 器 （ 例 え ば 、 紙 製 ボ ト ル ） は 、 実 務 上 、 ま す  
ま す 厳 格 に な っ て い る 環 境 保 護 法 規 及 び 産 業 の 要 件 を 満 た す た め に 、 以 下 の い く つ か の 要  
件 を 満 た す 必 要 が あ り 、 前 記 要 件 は そ の 優 先 度 に よ り 、 そ れ ぞ れ （ １ ） 各 部 材 が リ サ イ ク  
ル 可 能 で あ る こ と 、 （ ２ ） バ イ オ ベ ー ス 原 料 で 製 造 す る こ と 、 及 び （ ３ ） 生 分 解 可 能 で あ  
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 本 考 案 者 が 提 案 し た 特 許 技 術 「 全 天 然 植 物 材 質 の 液 体 容 器 」 は 、 全 天 然 植 物 材 質 で  
製 造 さ れ た が 、 上 段 胴 部 、 胴 部 及 び 壜 底 の ３ つ の 部 材 が 互 い に 組 み 合 わ せ ら れ た 後 、 接 着  
方 式 で 液 体 を 貯 蔵 で き る 容 器 と な る よ う に 接 続 さ れ 、 各 部 材 を 分 解 し に く く 、 完 全 な 回 収  
を 実 現 し に く い 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 従 来 で は す べ て 一 体 成 形 技 術 で 製 造 さ れ た 紙 製 ペ ッ ト ボ ト ル の 構 造 強 度 及 び  
耐 押 圧 強 度 が 不 足 し 、 及 び 従 来 の プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル 及 び 紙 製 容 器 に よ る 環 境 保 護 の 問 題  
を 解 決 す る こ と を 目 的 と し 、 さ ら に 、 完 全 に 回 収 で き 、 バ イ オ ベ ー ス 原 料 で 製 造 さ れ 、 生  
分 解 可 能 な 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 好 ま し い 実 施 例 構 造 は 、 キ ャ ッ プ 、 肩 部 、 胴 部 、 壜  
底 及 び ラ イ ナ ー を 含 み 、 前 記 キ ャ ッ プ 、 肩 部 及 び 壜 底 は 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｂ ｉ ｏ ｄ  
ｅ ｇ ｒ ａ ｄ ａ ｂ ｌ ｅ   ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ ） を 使 用 し て 射 出 成 形 技 術 で 製 造 さ れ 、 肩 部 の 先 端  
は キ ャ ッ プ と 接 続 可 能 な 口 部 を 有 し 、 胴 部 は ス パ イ ラ ル 紙 管 を 使 用 し て 製 造 さ れ 、 肩 部 の  
先 端 は キ ャ ッ プ と 接 続 可 能 な 口 部 を 有 し 、 肩 部 は 底 端 の 方 向 に 向 か っ て 胴 部 の 先 端 に 挿 入  
可 能 な 連 結 部 が 延 伸 し 、 胴 部 の 先 端 と 肩 部 の 連 結 部 は 第 １ 係 合 構 造 を 有 し 、 肩 部 と 胴 部 は  
前 記 第 １ 係 合 構 造 を 介 し て 一 体 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ 、 壜 底 は 底 面 と 、 底 面 を 囲 む 側 壁 と  
を 含 み 、 側 壁 は 胴 部 の 底 端 に 挿 入 可 能 で あ り 、 胴 部 の 底 端 と 側 壁 は 第 ２ 係 合 構 造 を 有 し 、  
胴 部 と 壜 底 は 前 記 第 ２ 係 合 構 造 を 介 し て 一 体 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ 、 肩 部 、 胴 部 及 び 壜 底  



10

20

30

40

50

JP 3248232 U 2024.9.2(4)

は 容 器 の ハ ウ ジ ン グ 構 造 を 組 み 合 わ せ 、 前 記 ラ イ ナ ー は 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク を 使 用 し て  
ブ ロ ー 成 形 方 式 で 前 記 ハ ウ ジ ン グ 構 造 の 内 部 で 成 形 さ れ 、 前 記 ラ イ ナ ー の 先 端 に 開 口 部 が  
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 は 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 製 造 方 法 を さ ら に 含 み 、
　 ス パ イ ラ ル 紙 管 を 使 用 し て 胴 部 を 製 造 す る ス テ ッ プ と 、
　 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｂ ｉ ｏ ｄ ｅ ｇ ｒ ａ ｄ ａ ｂ ｌ ｅ   ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ ） を 使 用 し て 射  
出 成 形 技 術 で キ ャ ッ プ 、 肩 部 及 び 壜 底 を 製 造 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 肩 部 の 先 端 は キ ャ ッ  
プ と 接 続 可 能 な 口 部 を 有 し 、 肩 部 は 底 端 の 方 向 に 向 か っ て 胴 部 の 先 端 に 挿 入 可 能 な 連 結 部  
が 延 伸 し 、 胴 部 の 先 端 と 肩 部 の 連 結 部 は 第 １ 係 合 構 造 を 有 し 、 肩 部 と 胴 部 は 第 １ 係 合 構 造  
を 介 し て 一 体 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ 、 壜 底 は 底 面 と 、 底 面 を 囲 む 側 壁 と を 含 み 、 側 壁 は 胴  
部 の 底 端 に 挿 入 可 能 で あ り 、 胴 部 の 底 端 と 側 壁 は 第 ２ 係 合 構 造 を 有 し 、 胴 部 と 壜 底 は 第 ２  
係 合 構 造 を 介 し て 一 体 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る ス テ ッ プ と 、
　 肩 部 、 胴 部 及 び 壜 底 を 容 器 の ハ ウ ジ ン グ 構 造 と な る よ う に 組 み 合 わ せ る ス テ ッ プ と 、
　 容 器 の ハ ウ ジ ン グ 構 造 の 内 部 に 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 製 造 さ れ た ラ イ ナ ー を ブ  
ロ ー 成 形 プ ロ セ ス で 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 肩 部 は 口 部 に 近 い 箇 所 に 雄 ね じ を 有 し 、 キ ャ ッ プ の 内 側 は 雌 ね じ を 有  
し 、 キ ャ ッ プ は 雌 ね じ を 介 し て 肩 部 の 雄 ね じ と 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 係 合 構 造 は 、 胴 部 の 先 端 に 配 置 さ れ た 第 １ ね じ 、 及 び 肩 部 の 連 結  
部 に 配 置 さ れ た 第 ２ ね じ を 含 み 、 第 １ ね じ と 第 ２ ね じ は 互 い に 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き  
、 第 ２ 係 合 構 造 は 、 胴 部 の 底 端 に 配 置 さ れ た 第 ３ ね じ 、 及 び 壜 底 の 側 壁 に 配 置 さ れ た 第 ４  
ね じ を 含 み 、 第 ３ ね じ と 第 ４ ね じ は 互 い に 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 係 合 構 造 は 、 胴 部 の 先 端 に 配 置 さ れ 且 つ 径 方 向 へ 突 出 す る 第 １ 係  
合 溝 、 及 び 肩 部 の 連 結 部 に 配 置 さ れ た 第 １ 係 止 部 を 含 み 、 第 １ 係 合 溝 は 第 １ 係 止 部 と 回 転  
可 能 に 互 い に 係 合 又 は 分 離 し 、 第 ２ 係 合 構 造 は 、 胴 部 の 底 端 に 配 置 さ れ 且 つ 径 方 向 へ 突 出  
す る 第 ２ 係 合 溝 、 及 び 壜 底 の 側 壁 に 配 置 さ れ た 第 ２ 係 止 部 を 含 み 、 第 ２ 係 合 溝 は 第 ２ 係 止  
部 と 回 転 可 能 に 互 い に 係 合 又 は 分 離 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 キ ャ ッ プ 、 肩 部 及 び 壜 底 は ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ） を 使  
用 し て 射 出 成 形 技 術 で 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 胴 部 を 製 造 す る ス パ イ ラ ル 紙 管 は 、 内 側 に ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ  
Ｂ Ｓ ） ラ ミ ネ ー ト を 有 す る 防 水 紙 で 巻 回 し て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 ラ イ ナ ー を 製 造 す る た め の 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク は 、 バ イ オ マ ス ポ リ エ ス  
テ ル 材 料 の ポ リ エ チ レ ン フ ラ ノ エ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｆ ） と ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ）  
か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ラ イ ナ ー の 先 端 の 開 口 部 の エ ッ ジ は 径 方 向 に 外 へ 延 伸 す る 環 状 ス カ ー  
ト を 有 し 、 キ ャ ッ プ が 口 部 に 接 続 さ れ た 後 、 前 記 環 状 ス カ ー ト は キ ャ ッ プ と 口 部 と の 間 に  
介 在 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 肩 部 は 互 い に 結 合 可 能 な 左 肩 部 と 右 肩 部 を 含 み 、 左 肩 部 の 側 壁 縁 は 右  
肩 部 へ 突 出 す る 左 係 合 溝 を 有 し 、 左 係 合 溝 は 右 肩 部 の 側 壁 の 対 応 す る 右 係 止 溝 と 接 合 可 能  
で あ り 、 右 肩 部 の 側 壁 縁 は 左 肩 部 へ 突 出 す る 右 係 合 溝 を 有 し 、 右 係 合 溝 は 左 肩 部 の 側 壁 の  
対 応 す る 左 係 止 溝 と 接 合 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 利 点 及 び 効 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。 （ １ ） 容 器 の 全  
部 材 は 係 合 構 造 、 ね じ 及 び 回 転 の 方 式 で 組 み 合 わ せ ら れ 、 接 着 剤 を 一 滴 も 使 用 し て お ら ず  
、 組 み 立 て が 容 易 で あ り 、 回 収 後 に 容 易 に 分 解 し 、 さ ら に 分 別 回 収 し て 再 利 用 す る 。 （ ２  
） ラ イ ナ ー は 従 来 の プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル に 匹 敵 す る ガ ス バ リ ア 性 、 水 分 バ リ ア 性 を 達 成 す  
る こ と が で き 、 ス パ イ ラ ル 紙 管 で 製 造 さ れ た 胴 部 は プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル の 耐 内 外 圧 性 能 を  
超 え 、 ほ と ん ど ガ ラ ス 瓶 と 同 じ く 堅 固 で あ り 、 さ ら に そ れ よ り 強 固 で あ る 。 （ ３ ） 回 収 さ  
れ な く て も 、 自 然 環 境 に お い て 、 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 各 部 材 は 自 然 に 分 解  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 は １ ０ ０ ％ 自 然 に 分 解 可 能 で あ る だ け で な く 、 １ ０ ０  
％ 分 別 回 収 し て 再 利 用 で き る 特 性 を 備 え 、 Ｅ Ｓ Ｇ 要 件 に 最 も 合 致 す る 環 境 に 優 し い 革 新 製  
品 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 一 実 施 例 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 容 器 の 第 １ 実 施 形 態 の 構 造 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 容 器 の 第 ２ 実 施 形 態 の 構 造 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 一 部 の 構 造 の 断 面 模 式 図 で あ り 、 容 器 の ハ ウ  
ジ ン グ 構 造 の 内 部 に ブ ロ ー 成 形 プ ロ セ ス で ラ イ ナ ー を 形 成 す る 連 続 動 作 模 式 図 を 示 す 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 図 １ を 参 照 す る 。 図 １ は 、 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 一 実 施 例 の 構 造 図  
で あ る 。 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 一 実 施 例 の 構 造 は 、 キ ャ ッ プ １ ０ 、 肩 部 ２ ０  
、 胴 部 ３ ０ 、 壜 底 ４ ０ 及 び ラ イ ナ ー ５ ０ を 含 む （ 図 ２ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 製 造 方 法 の 好 ま し い 実 施 例 は 、
　 ス パ イ ラ ル 紙 管 を 使 用 し て 胴 部 ３ ０ を 製 造 す る ス テ ッ プ Ｓ １ と 、
　 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク を 使 用 し て 射 出 成 形 技 術 で キ ャ ッ プ １ ０ 、 肩 部 ２ ０ 及 び 壜 底 ４ ０  
を 製 造 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ と 、
　 肩 部 ２ ０ 、 胴 部 ３ ０ 及 び 壜 底 ４ ０ を 容 器 の ハ ウ ジ ン グ 構 造 と な る よ う に 組 み 合 わ せ る ス  
テ ッ プ Ｓ ３ と 、
　 容 器 の ハ ウ ジ ン グ 構 造 の 内 部 に ブ ロ ー 成 形 プ ロ セ ス で ラ イ ナ ー ５ ０ を 形 成 す る ス テ ッ プ  
Ｓ ４ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 キ ャ ッ プ １ ０ 、 肩 部 ２ ０ 及 び 壜 底 ４ ０ は ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ  
ー ト （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｂ ｕ ｔ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ   Ｓ ｕ ｃ ｃ ｉ ｎ ａ ｔ ｅ 、 Ｐ Ｂ Ｓ ） を 使 用 し て 射 出 成 形 技  
術 で 製 造 さ れ 、 胴 部 ３ ０ を 製 造 す る ス パ イ ラ ル 紙 管 は 、 内 側 に ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト  
（ Ｐ Ｂ Ｓ ） ラ ミ ネ ー ト を 有 す る 防 水 紙 で 巻 回 し て 製 造 さ れ 、 防 水 紙 は 天 然 植 物 材 質 （ 例 え  
ば 純 パ ル プ ） を 使 用 し て 製 造 さ れ 、 さ ら に 片 面 に Ｐ Ｂ Ｓ ラ ミ ネ ー ト を 製 造 し 、 回 収 可 能 な  
目 標 を 達 成 し 、 好 ま し く は 、 少 な く と も ２ 層 の 防 水 紙 で ス パ イ ラ ル 紙 管 を 巻 回 し て 製 造 し  
、 よ り 好 ま し く は 、 ３ 層 の 交 互 積 層 構 造 を 有 す る ス パ イ ラ ル 紙 管 で あ り 、 ス パ イ ラ ル 紙 管  
か ら 製 造 さ れ た 胴 部 ３ ０ は プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル を 超 え る 耐 内 外 圧 性 能 を 備 え 、 ほ と ん ど ガ  
ラ ス 瓶 と 同 じ く 堅 固 で あ り 、 さ ら に そ れ よ り 強 固 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 肩 部 ２ ０ の 先 端 は キ ャ ッ プ １ ０ と 接 続 可 能 な 開 口 部 ２ １ を 有 し 、 肩 部 ２ ０ は 底 端 の 方 向  
に 向 か っ て 胴 部 ３ ０ の 先 端 に 挿 入 可 能 な 連 結 部 ２ ２ が 延 伸 し 、 胴 部 ３ ０ の 先 端 と 肩 部 ２ ０  
の 連 結 部 ２ ２ は 第 １ 係 合 構 造 を 有 し （ 詳 細 に は 後 述 ） 、 肩 部 ２ ０ と 胴 部 ３ ０ は 前 記 第 １ 係  
合 構 造 を 介 し て 一 体 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ を 参 照 し 、 壜 底 ４ ０ は 底 面 ４ １ と 、 底 面 ４ １ を 囲 む 側 壁 ４ ２ と を 含 み 、 側 壁 ４ ２ は  
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胴 部 ３ ０ の 底 端 に 挿 入 可 能 で あ り 、 胴 部 ３ ０ の 底 端 と 側 壁 ４ ２ は 第 ２ 係 合 構 造 を 有 し （ 詳  
細 に は 後 述 ） 、 胴 部 ３ ０ と 壜 底 ４ ０ は 前 記 第 ２ 係 合 構 造 を 介 し て 一 体 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ  
れ 、 肩 部 ２ ０ 、 胴 部 ３ ０ 及 び 壜 底 ４ ０ は 上 記 の 第 １ 係 合 構 造 及 び 第 ２ 係 合 構 造 を 介 し て 容  
器 の ハ ウ ジ ン グ 構 造 を 組 み 合 わ せ 、 さ ら に 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク を 使 用 し て ブ ロ ー 成 形  
方 式 で 前 記 ハ ウ ジ ン グ 構 造 の 内 部 に ラ イ ナ ー ５ ０ を 成 形 し 、 ラ イ ナ ー ５ ０ の 先 端 に 開 口 部  
５ １ が 形 成 さ れ 、 液 体 又 は 物 品 を こ の 開 口 部 ５ １ か ら 容 器 に 注 入 し て 貯 蔵 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ を 参 照 し 、 ラ イ ナ ー ５ ０ は 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 製 造 さ れ 、 好 ま し い 実 施 形  
態 で は 、 バ イ オ マ ス ポ リ エ ス テ ル 材 料 の ポ リ エ チ レ ン フ ラ ノ エ ー ト （ ｐ ｏ ｌ ｙ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ  
ｅ ｎ ｅ   ２ ， ５ － ｆ ｕ ｒ ａ ｎ ｏ ａ ｔ ｅ 、 Ｐ Ｅ Ｆ ） と ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ）  
の う ち の い ず れ か を 使 用 し て ラ イ ナ ー ５ ０ を 製 造 し 、 ラ イ ナ ー ５ ０ は ブ ロ ー 成 形 を 用 い 、  
ブ ロ ー 成 形 の 過 程 で 、 材 料 は 前 記 ハ ウ ジ ン グ 構 造 の 内 壁 と 密 着 す る ま で 徐 々 に 膨 張 し 、 い  
か な る 接 着 剤 も 必 要 と せ ず に ハ ウ ジ ン グ 構 造 の 内 部 に し っ か り と 付 着 し 、 一 体 成 形 す る こ  
と が で き 、 一 方 、 ラ イ ナ ー ５ ０ は 従 来 の プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル に 匹 敵 す る ガ ス バ リ ア 性 及 び  
水 分 バ リ ア 性 を 達 成 す る こ と が で き 、 Ｐ Ｂ Ｓ 材 料 を 用 い 、 且 つ ブ ロ ー 成 形 で ラ イ ナ ー ５ ０  
を 製 造 す る た め 、 ラ イ ナ ー ５ ０ の 肉 厚 を よ り 薄 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 好 ま し く は 、 キ ャ ッ プ １ ０ と 肩 部 ２ ０ は ね じ 構 造 を 介 し て 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ 、 好 ま し  
い 実 施 形 態 は 図 ２ に 示 す よ う に 、 肩 部 ２ ０ は 口 部 ２ １ に 近 い 箇 所 に 雄 ね じ ２ ３ を 有 し 、 キ  
ャ ッ プ １ ０ の 内 側 は 雌 ね じ １ １ を 有 し 、 キ ャ ッ プ １ ０ は 雌 ね じ １ １ を 介 し て 肩 部 ２ ０ の 雄  
ね じ ２ ３ と 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 ラ イ ナ ー ５ ０ の 先 端 の 開 口 部 ２ １  
の エ ッ ジ は 径 方 向 に 外 へ 延 伸 す る 環 状 ス カ ー ト ５ ２ を 有 し 、 キ ャ ッ プ １ ０ が 口 部 ２ １ に 接  
続 さ れ た 後 、 前 記 環 状 ス カ ー ト ５ ２ は キ ャ ッ プ １ ０ と 口 部 ２ １ と の 間 に 介 在 し 、 キ ャ ッ プ  
１ ０ と 口 部 ２ １ と の 間 に 密 閉 効 果 を 形 成 す る こ と が で き 、 容 器 内 の 液 体 の 漏 れ を 効 果 的 に  
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ を 参 照 し 、 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 第 １ 実 施 形 態 の 構 造 分 解 図 を 示 す 。  
第 １ 実 施 形 態 で は 、 肩 部 ２ ０ 、 胴 部 ３ ０ 及 び 壜 底 ４ ０ は ね じ 構 造 を 介 し て 容 器 の ハ ウ ジ ン  
グ 構 造 を 着 脱 可 能 に 組 み 合 わ さ れ 、 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 係 合 構 造 は 、 胴 部 ３ ０ の 先 端 に  
配 置 さ れ た 第 １ ね じ ３ １ 、 及 び 肩 部 ２ ０ の 連 結 部 ２ ２ に 配 置 さ れ た 第 ２ ね じ ２ ４ を 含 み 、  
第 １ ね じ ３ １ と 第 ２ ね じ ２ ４ は 互 い に 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き 、 従 っ て 、 肩 部 ２ ０ と 胴  
部 ３ ０ は 着 脱 可 能 に 組 み 合 わ さ れ 、 前 記 第 ２ 係 合 構 造 は 、 胴 部 ３ ０ の 底 端 に 配 置 さ れ た 第  
３ ね じ ３ ２ 、 及 び 壜 底 ４ ０ の 側 壁 ４ ２ に 配 置 さ れ た 第 ４ ね じ ４ ３ を 含 み 、 第 ３ ね じ ３ ２ と  
第 ４ ね じ ４ ３ は 互 い に 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き 、 従 っ て 、 胴 部 ３ ０ と 壜 底 ４ ０ は 着 脱 可  
能 に 組 み 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ を 参 照 し 、 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 第 ２ 実 施 形 態 の 構 造 分 解 図 を 示 す 。  
第 ２ 実 施 形 態 で は 、 肩 部 ２ ０ 、 胴 部 ３ ０ 及 び 壜 底 ４ ０ は 係 合 構 造 及 び 回 転 方 式 で 容 器 の ハ  
ウ ジ ン グ 構 造 を 着 脱 可 能 に 組 み 合 わ さ れ 、 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 係 合 構 造 は 、 胴 部 ３ ０ の  
先 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 係 合 溝 ３ ４ 、 及 び 肩 部 ２ ０ の 連 結 部 ２ ２ に 配 置 さ れ た 第 １ 係 止 部 ２  
５ を 含 み 、 第 １ 係 合 溝 ３ ４ は 第 １ 係 止 部 ２ ５ と 回 転 可 能 に 互 い に 係 合 又 は 分 離 し 、 従 っ て  
、 肩 部 ２ ０ と 胴 部 ３ ０ は 着 脱 可 能 に 組 み 合 わ さ れ 、 第 ２ 係 合 構 造 は 、 胴 部 ３ ０ の 底 端 に 配  
置 さ れ た 第 ２ 係 合 溝 ３ ３ 、 及 び 壜 底 ４ ０ の 側 壁 ４ ２ に 配 置 さ れ た 第 ２ 係 止 部 ４ ４ を 含 み 、  
第 ２ 係 合 溝 ３ ３ は 第 ２ 係 止 部 ４ ４ と 回 転 可 能 に 互 い に 係 合 又 は 分 離 し 、 従 っ て 、 胴 部 ３ ０  
と 壜 底 ４ ０ は 着 脱 可 能 に 組 み 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し 、 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 好 ま し い 実 施 例 の 構 造 と し  
て は 、 肩 部 ２ ０ は 互 い に 結 合 可 能 な 左 肩 部 ２ ０ Ｌ と 右 肩 部 ２ ０ Ｒ を 含 み 、 左 肩 部 ２ ０ Ｌ の  
側 壁 縁 は 右 肩 部 ２ ０ Ｒ へ 突 出 す る 左 係 合 溝 ２ ６ Ｌ を 有 し 、 左 係 合 溝 ２ ６ Ｌ は 右 肩 部 ２ ０ Ｒ  
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の 側 壁 の 対 応 す る 右 係 止 溝 ２ ７ Ｒ と 接 合 可 能 で あ り 、 右 肩 部 ２ ０ Ｒ の 側 壁 縁 は 左 肩 部 ２ ０  
Ｌ へ 突 出 す る 右 係 合 溝 ２ ６ Ｒ を 有 し 、 右 係 合 溝 ２ ６ Ｒ は 左 肩 部 ２ ０ Ｌ の 側 壁 の 対 応 す る 左  
係 止 溝 ２ ７ Ｌ と 接 合 可 能 で あ り 、 左 肩 部 ２ ０ Ｌ と 右 肩 部 ２ ０ Ｒ を 組 み 合 わ せ た こ の よ う な  
肩 部 ２ ０ の 構 造 は 、 回 収 作 業 を 行 う 過 程 で 肩 部 ２ ０ を 分 解 す る こ と が で き 、 さ ら に ラ イ ナ  
ー ５ ０ を 容 易 に 取 り 出 し 、 各 部 材 の 完 全 な 分 解 及 び リ サ イ ク ル の 目 標 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 に よ り 分 か る よ う に 、 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 に お い て 、 容 器  
全 体 の 製 造 過 程 で 、 容 器 の 全 部 材 は 係 合 構 造 、 ね じ 及 び 回 転 の 方 式 で 組 み 合 わ せ ら れ 、 接  
着 剤 を 一 滴 も 使 用 し て お ら ず 、 組 み 立 て が 容 易 で あ り 、 回 収 後 に 容 易 に 分 解 し 、 さ ら に 分  
別 回 収 し て 再 利 用 し 、 各 部 材 を 製 造 す る た め の 単 一 の 基 本 原 料 、 例 え ば 純 パ ル プ 、 純 Ｐ Ｂ  
Ｓ 、 純 Ｐ Ｅ Ｆ は 、 他 の 異 な る 原 料 又 は 不 純 物 を 全 く 混 入 し て お ら ず 、 回 収 さ れ な く て も 、  
自 然 環 境 に お い て 、 各 部 材 は 自 然 に 分 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 考 案 に 係 る 完 全 回 収 可 能 な 容 器 の 利 点 に つ い て は 、 １ ０ ０ ％ 自 然 に 分 解 可 能 で あ る だ  
け で な く 、 １ ０ ０ ％ 分 別 回 収 し て 再 利 用 で き る 特 性 を 備 え 、 Ｅ Ｓ Ｇ 要 件 に 最 も 合 致 す る 環  
境 に 優 し い 革 新 製 品 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 考 案 の 技 術 的 特 徴 、 効 果 及 び そ の 例 示 的 な 実 施 形 態 は 上 記 の 実 施 例 に よ っ て 開 示 さ れ  
て い る が 、 本 考 案 を 限 定 す る た め に 使 用 さ れ る も の で は な く 、 当 業 者 は 、 本 考 案 の 精 神 や  
範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 、 い く つ か の 変 更 や 修 正 を 行 う こ と が で き 、 従 っ て 、 本 考 案 の 保  
護 範 囲 は 本 願 の 請 求 項 に 準 じ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ０ ． ． ． ． キ ャ ッ プ
　 １ １ ． ． ． ． 雌 ね じ
　 ２ ０ ． ． ． ． 肩 部
　 ２ ０ Ｌ ． ． ． ． 左 肩 部
　 ２ ０ Ｒ ． ． ． ． 右 肩 部
　 ２ １ ． ． ． ． 口 部
　 ２ ２ ． ． ． ． 連 結 部
　 ２ ３ ． ． ． ． 雄 ね じ
　 ２ ４ ． ． ． ． 第 ２ ね じ
　 ２ ５ ． ． ． ． 第 １ 係 止 部
　 ２ ６ Ｌ ． ． ． ． 左 係 合 溝
　 ２ ６ Ｒ ． ． ． ． 右 係 合 溝
　 ２ ７ Ｒ ． ． ． ． 右 係 止 溝
　 ２ ７ Ｌ ． ． ． ． 左 係 止 溝
　 ３ ０ ． ． ． ． 胴 部
　 ３ １ ． ． ． ． 第 １ ね じ
　 ３ ２ ． ． ． ． 第 ３ ね じ
　 ３ ３ ． ． ． ． 第 ２ 係 合 溝
　 ３ ４ ． ． ． ． 第 １ 係 合 溝
　 ４ ０ ． ． ． ． 壜 底
　 ４ １ ． ． ． ． 底 面
　 ４ ２ ． ． ． ． 側 壁
　 ４ ３ ． ． ． ． 第 ４ ね じ
　 ４ ４ ． ． ． ． 第 ２ 係 止 部
　 ５ ０ ． ． ． ． ラ イ ナ ー
　 ５ １ ． ． ． ． 開 口 部
　 ５ ２ ． ． ． ． 環 状 ス カ ー ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 7 月 1 8 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 1 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 完 全 回 収 可 能 な 容 器 で あ っ て 、 キ ャ ッ プ 、 肩 部 、 胴 部 、 壜 底 及 び ラ イ ナ ー を 含 み 、 該 肩  
部 の 先 端 は 該 キ ャ ッ プ と 接 続 可 能 な 口 部 を 有 し 、 該 胴 部 は ス パ イ ラ ル 紙 管 を 使 用 し て 製 造  
さ れ 、 該 肩 部 の 先 端 は 該 キ ャ ッ プ と 接 続 可 能 な 口 部 を 有 し 、 該 肩 部 は 底 端 の 方 向 に 向 か っ  
て 該 胴 部 の 先 端 に 挿 入 可 能 な 連 結 部 が 延 伸 し 、 該 胴 部 の 先 端 と 該 肩 部 の 該 連 結 部 は 第 １ 係  
合 構 造 を 有 し 、 該 肩 部 と 該 胴 部 は 該 第 １ 係 合 構 造 を 介 し て 一 体 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ 、 該  
壜 底 は 底 面 と 、 該 底 面 を 囲 む 側 壁 と を 含 み 、 該 側 壁 は 該 胴 部 の 底 端 に 挿 入 可 能 で あ り 、 該  
胴 部 の 底 端 と 該 側 壁 は 第 ２ 係 合 構 造 を 有 し 、 該 ラ イ ナ ー の 先 端 に 開 口 部 が 形 成 さ れ る 完 全  
回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 肩 部 は 該 口 部 に 近 い 箇 所 に 雄 ね じ を 有 し 、 該 キ ャ ッ プ の 内 側 は 雌 ね じ を 有 し 、 該 キ ャ  
ッ プ は 該 雌 ね じ を 介 し て 該 肩 部 の 該 雄 ね じ と 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き る 請 求 項 １ に 記 載  
の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 第 １ 係 合 構 造 は 、 該 胴 部 の 先 端 に 配 置 さ れ た 第 １ ね じ 、 及 び 該 肩 部 の 該 連 結 部 に 配 置  
さ れ た 第 ２ ね じ を 含 み 、 該 第 １ ね じ と 該 第 ２ ね じ は 互 い に 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き 、 該  
第 ２ 係 合 構 造 は 、 該 胴 部 の 底 端 に 配 置 さ れ た 第 ３ ね じ 、 及 び 該 壜 底 の 該 側 壁 に 配 置 さ れ た  
第 ４ ね じ を 含 み 、 該 第 ３ ね じ と 該 第 ４ ね じ は 互 い に 一 体 に 螺 合 す る こ と が で き る 請 求 項 １  
に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 第 １ 係 合 構 造 は 、 該 胴 部 の 先 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 係 合 溝 、 及 び 該 肩 部 の 該 連 結 部 に 配  
置 さ れ た 第 １ 係 止 部 を 含 み 、 該 第 １ 係 合 溝 は 該 第 １ 係 止 部 と 回 転 可 能 に 互 い に 係 合 又 は 分  
離 し 、 該 第 ２ 係 合 構 造 は 、 該 胴 部 の 底 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ 係 合 溝 、 及 び 該 壜 底 の 該 側 壁 に  
配 置 さ れ た 第 ２ 係 止 部 を 含 み 、 該 第 ２ 係 合 溝 は 該 第 ２ 係 止 部 と 回 転 可 能 に 互 い に 係 合 又 は  
分 離 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 キ ャ ッ プ 、 該 肩 部 及 び 該 壜 底 は ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ） を 使 用 し て 射 出  
成 形 技 術 で 製 造 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 胴 部 を 製 造 す る 該 ス パ イ ラ ル 紙 管 は 、 内 側 に ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ） ラ  
ミ ネ ー ト を 有 す る 防 水 紙 で 巻 回 し て 製 造 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 ラ イ ナ ー を 製 造 す る た め の 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク は 、 バ イ オ マ ス ポ リ エ ス テ ル 材 料 の  
ポ リ エ チ レ ン フ ラ ノ エ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｆ ） と ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｓ ） か ら な る 群  
か ら 選 ば れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 該 ラ イ ナ ー の 先 端 の 開 口 部 の エ ッ ジ は 径 方 向 に 外 へ 延 伸 す る 環 状 ス カ ー ト を 有 し 、 該 キ  
ャ ッ プ が 該 口 部 に 接 続 さ れ た 後 、 該 環 状 ス カ ー ト は 該 キ ャ ッ プ と 該 口 部 と の 間 に 介 在 す る  
請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 該 肩 部 は 互 い に 結 合 可 能 な 左 肩 部 と 右 肩 部 を 含 み 、 該 左 肩 部 の 側 壁 縁 は 右 肩 部 へ 突 出 す  
る 左 係 合 溝 を 有 し 、 該 左 係 合 溝 は 該 右 肩 部 の 側 壁 の 対 応 す る 右 係 止 溝 と 接 合 可 能 で あ り 、  
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該 右 肩 部 の 側 壁 縁 は 該 左 肩 部 へ 突 出 す る 右 係 合 溝 を 有 し 、 該 右 係 合 溝 は 該 左 肩 部 の 側 壁 の  
対 応 す る 左 係 止 溝 と 接 合 可 能 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 回 収 可 能 な 容 器 。
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